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論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

・舌癌における頸部リンパ節転移を予測する指標として、これまでは舌癌の発育形態、

浸潤様式、病理組織学的特徴などが用いられてきましたが、その予測精度は高いも

のではありませんでした。 

・舌癌患者の頸部リンパ節転移の予測精度を向上させるために、舌癌の超音波検査画

像が持っている画像特徴量から頸部リンパ節転移を予測できないかと考えて研究を

行いました。 

・舌癌の超音波画像の画像特徴量と機械学習の組み合わせによる頸部リンパ節転移の

予測精度に関する研究です。 

・舌癌の超音波画像の画像特徴量解析と機械学習を組み合わせることで高い精度で頸

部リンパ節転移を予測できることが示唆されました。転移を高い精度で予測するこ

とができるようになると、転移のリスクの高い患者は、あらかじめリンパ節も含め

て切除することで予後の改善につながることが期待されます。 

 

【概要】 

広島大学病院歯科放射線科の小西勝講師の率いる研究グループは、これまで超音波

検査を用いて舌癌を可視化し、診断・治療レベルの向上、舌癌の予後予測に関する研

究を行ってきました。今回の研究では、舌癌の超音波画像の画像特徴量を抽出し、抽

出した画像特徴量と機械学習を組み合わせた Radiomics（注 1）解析による頸部リン

パ節転移の予測精度の研究を行いました。舌癌の超音波画像特徴量と機械学習を組み

合わせた解析によって頸部リンパ節転移を高い確率で予測できることが示唆されまし

た。 

本研究の成果は、2023 年 8 月 16 日に HEAD AND NECK-JOURNAL FOR 

THE SCIENCES AND SPECIALTIES OF THE HEAD AND NECK 誌に公開され

ました。 
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超音波画像による舌癌患者の頸部リンパ節転移の予測モデルの開発 



【背景】 

舌癌は口腔癌の中では最も頻度の高い疾患です。舌癌は頸部のリンパ節に転移を生 

じやすく、癌の中では早期に位置付けられているステージⅠ, Ⅱに該当する舌癌でも

頸部リンパ節転移の生じる確率は、8.2%–46.3%と報告されています。頸部リンパ節

転移は患者の予後を決める重要な因子となっています。この頸部リンパ節転移の検出

と治療が遅れると、リンパ節外への浸潤や複数のリンパ節転移が起こり、さらに予後

を悪化させる可能性があります。また、リンパ節外浸潤や多発性にリンパ節転移のあ

る患者は、手術後に放射線療法や化学療法などの追加治療を受けることが推奨されて

いるため、治療期間が延長し、放射線療法や化学療法の有害事象により患者の生活の

質（quality of life、 以下、QOL）が低下するおそれがあります。このような予後や

QOL の悪化を防ぐためには、頸部リンパ節転移を早期に発見・治療することが重要と

なります。したがって、今回の研究では、舌癌の超音波検査画像が持っている画像特

徴量から頸部リンパ節転移を予測できないかと考えて、舌癌の超音波画像の画像特徴

量を抽出し、抽出した画像特徴量を機械学習によって頸部リンパ節転移の予測精度に

ついて調べました。 

 

【研究成果の内容】 

＜方法＞ 

口腔内超音波検査を施行した舌癌患者 120 名を対象としました。そのうち 30 名

は頸部のリンパ節に転移を生じました。舌癌の超音波画像において病変に該当する

低エコー領域（図＊）に加えて、周囲３ｍｍの範囲を含めて画像特徴量の抽出領域

に設定しました（下図参照）。 

 

 
 

設定した範囲の画像特徴量を抽出し、機械学習モデルを用い、感度（注２）、特異

度（注 3）、精度（注４）、受信者動作特性曲線（receiver operating characteristic 

curve、以下、ROC）（注 5）を作成し、Area under the curve(以下、AUC)（注

５）を算出し、診断性能を求めました。 

 

＜結果＞ 

最も良い機械学習モデルで、感度= 0.900、特異度= 0.967、精度= 0.950、AUC= 

0.967 であり、良好な予測精度が得られました。舌癌の超音波画像の特徴量解析と機

械学習を組み合わせた Radiomics 解析によって頸部リンパ節転移を高い確率で予測

できることが示唆されました。 

 



【今後の展開】 


